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会 議 録 

会 議 名 平成 26 年度 第７回 丸亀市行政評価委員会 

開催日時 平成 26 年９月 26 日（金）10：00～10：50 

開催場所 丸亀市役所 本館２階第１会議室 

出席者 

（出席委員） 

岡本 恵子  金  永子  黒田 英津子  日野 明世 

石原 茂   仁科 清   早馬 倫代 

（説明のために出席した者） 

   市長公室長  山田 哲也  政策課長   小山 隆史 

   政策課副課長 渡辺 研介  政策課担当長 冨士川 貴 

政策課主査  真鍋 裕章 

議 題 
１．外部評価報告書案について 

２．その他 

傍聴者 ２名 

発言者 議事の概要及び発言の要旨 

小山政策課長 

 

 

 

 

金会長 

 

 

 

 

政策課真鍋 

 

金会長 

 

岡本委員 

 

 

 

 

金会長 

 

 

それでは、平成 26 年度第７回の丸亀市行政評価委員会を開会いたします。本

日は、外部評価報告書案の最終確認ということでお願いいたします。先日、メ

ールでもお送りしております報告書案を資料としてお配りしておりますが、お

手元にお揃いでしょうか。では、以後、会長に議長をお願いします。 

 

議事に入ります前に、本日８名の委員のうち７名のご出席をいただいており

ますので、丸亀市附属機関設置条例の規定に基づき、会議が有効に成立してい

ることをご報告しておきます。 

 それでは、「議事の１ 外部評価報告書案について」事務局の説明を求めます。 

 

 ＜資料に基づいて説明＞ 

 

 ご意見等があればお願いします。 

 

 事業№３-①、３-②、３-③の各委員からのコメントとして、同じ意見が再掲

されていますが、同じ意見を何回も記載することでインパクトが弱まるように

感じました。また、「市単独で実施している事業」という表現には違和感があり

ます。文章自体を分かりやすく直して欲しいと思います。 

 

 複数の事業にまたがる意見を１事業にしか記載していないことに違和感があ

るという意見を私が出したので、事務局で修正して、該当するすべての事業に

再掲という形をとることにしました。 
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日野委員 

 

 

金会長 

 

各委員 

 

岡本委員 

 

山田市長公室

長 

 

 

小山政策課長 

 

 

 

 

金会長 

 

 

岡本委員 

 

 

 

 

仁科委員 

 

金会長 

 

 

 

 

 

 

各委員からのコメントについては、なるべく委員の意見をそのままの形で掲

載しておりますので、直すのが難しいのですが、「市単独」という表現について

は、誤解を生じる恐れがありますので、「本市独自」という表現に改めます。 

 

 文章としては、「今後、さらにニーズが高まっていくと思われ」という表現を

後ろの文章に付けた方が分かりやすくなると思います。 

 

 委員の皆さんは、それでよろしいでしょうか。 

 

 ＜異議なし＞ 

 

 Ｐ38の「予算事業の組み立て」という表現は何を意味しているのですか。 

 

 現状、１つの事業に１つの予算という形になっているものを、会議でご指摘

いただきましたように、事業目的が同じものは１つの予算にまとめる等、柔軟

に組み直すということで、予算の組み立てという表現を用いています。 

 

 よく用いられている「予算の組み替え」としてしまうと、ある予算の中にあ

る事業を違う予算に移すという意味で捉えられがちです。ここでは、あえて「組

み立て」と表現して、広い意味で、予算の中身だけではなく予算事業全体を含

めた見直しという意味を込めています。 

 

深い意味が込められていますので、この表現は、そのまま用いることとしま

す。 

 

 同じくＰ38 参考の総合運動公園野球場の現地視察について、「市の一大プロ

ジェクトなので」という理由が記載されていますが、会議では、「防災機能を兼

ね備えた施設だから」ということも理由の１つにあったと思いますので、付け

加えて欲しいと思います。 

 

 予算規模が大きい事業であるという話から始まったことだったと思います。 

 

 では、「予算規模が大きく、防災機能を兼ね備えた施設であることから」とい

う併記した形に修正することとします。 

 他にないようなので、今までのご指摘部分を修正して、報告書として承認す

ることとします。 

 議事の１については以上として、「議事の２ その他」で事務局から何かあり

ますか。 
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小山政策課長 

 

山田市長公室

長 

 

 

 

 

 

 

金会長 

 

 

 

＜事務連絡＞ 

 

今年度の評価作業が終わり、報告書もでき上がりましたので、一言お礼を申

し上げます。 

５月から始まり、特に８、９月には集中的に審議をいただき、ありがとうご

ざいました。それぞれの委員に、様々な視点からのご意見をいただくことで、

日々の仕事の中では気づきにくいことに気づいたり、新たな見方を知ることが

できます。今回の評価を全庁的に周知して、市役所内の業務改善等につなげて

いきたいと考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 

それでは、以上で本日の議事は終わります。お疲れさまでした。 

 

 

＜会議終了後、市長へ「平成 26年度丸亀市行政評価（外部評価）報告書」を

提出＞ 

 
 


